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 第 6 章「結論」では、各部族・民族の特徴を示す文化と、その意味での文化には含みえ
（様式８） 
(Attached Form 8) 
ないイスラームとの違いを指摘したうえで、ジハードを単なる文化ではなく戦略文化とし
て捉えることの重要性を強調し、ジハードをさまざまなアクターがそれぞれの戦略的利害
によってさまざまに解釈した結果と見る観点の重要性を明らかにする。そして同時に、そ
れにその解釈の場としてのマドラサが重ねあわされることによって、イスラーム世界にお
ける力と富と指導力を生み出していると結論付ける。 
 以上の本論文の内容に対して、審査委員はその概念枠組や事例研究を高く評価した上で、 
本論文がイスラームの本質から説き起こし、その一体性よりも対立の側面を「ジハード」
概念の発展から明らかにして、そのうえでマドラサをイスラーム社会における多様性や対
立の基盤と捉え、「戦略文化」と言う概念を提示しつつ、マドラサが外部の諸利害をイス
ラーム内部の利害対立に変換する機能を持つことを論証した点は、極めて高度な学問的貢
献であり、申請者は博士（学術）の学位を授与されるに十分な学識と能力を有しているも
のと認め、合格に値すると判断した。 
 
